
月
経
前
症
候
群
と

そ
の
緩
和
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

月
経
前
症
候
群
と
は

　

月
経
前
症
候
群
と
は
月
経
（
生
理
）前
３
～

10
日
間
に
起
こ
る
心
と
体
の
様
々
な
不
調
の

こ
と
で
、
月
経
が
来
る
と
症
状
が
軽
く
な
っ

た
り
無
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
症
状

や
程
度
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

支
障
が
出
る
場
合
は
、
治
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

原
因
・
診
断
に
つ
い
て

　

原
因
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ

ン
（
黄
体
ホ
ル
モ
ン
）
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど

が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り
と
し

た
原
因
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

診
断
の
基
準
と
し
て
は
、
身
体
的
症
状
が

月
経
前
に
周
期
的
に
出
現
し
、
か
つ
他
の
疾

患
で
は
な
い
も
の
で
す
。
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編
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広
報
委
員
長
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秀ひ
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あ
き昭 

医
師

治
療
に
つ
い
て

　

治
療
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
生
活
指
導
、

薬
物
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
生
活
指
導

で
は
、
症
状
を
記
載
し
疾
患
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
「
認
知
療
法
」
や
、「
規
則
正
し
い
生

活
・
睡
眠
・
運
動
を
促
す
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
症
の
場
合
の
対
症
療
法
と
し
て
、

精
神
安
定
剤
・
利
尿
剤
・
鎮
痛
剤
な
ど
を
用

い
る
場
合
も
あ
り
、
漢
方
薬
（
当と

う
き帰
芍し

ゃ
く
や
く薬
散さ

ん

・

桂け
い
し
ぶ
く
り
ょ
う
が
ん

枝
茯
苓
丸
な
ど
）も
よ
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

根
本
的
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
選
択

的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
薬
（
Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｉ
）
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
経
口
避

妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
な
ど

の
低
用
量
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
テ

ロ
ン
配
合
薬
も
身

体
的
症
状
改
善
の

た
め
に
は
有
用
な

薬
剤
で
す
。

月経前症候群診断基準

身体的症状 乳房痛・腹部緊満感・頭痛・手足のむく
みなど。

精神的症状 抑うつ・怒り・いらだち・不安・ネガティ
ブ思考・混乱・引きこもりなど。

診断基準

過去3か月間以上連続して、月経前5日
間に上記の症状が1つ以上存在する。
また、その症状が月経開始後4日以内
に消失し、13日までに出現しない。
症状が他の原因によらない。

月経前症候群の薬物療法
症状 作用

腹部痛、頭痛 鎮痛剤
むくみ 利尿剤
不安 精神安定剤

身体的症状 経口避妊薬
うつ状態 SSRI

月
経
前
症
候
群
に
つ
い
て

病気や医療に関する質問を受付けております。
P.19「ミレニアム読者コミュニケーションカード」４.にご記入ください。
※個別の病気につきましてのご質問には応じかねますので、ご了承ください。17


